
 

 

 

 

 

 

 

 

 
松山市障がい者地域相談支援センターとは・・・・・・障害の種別によって、どこに相談に行け
ば分かりづらかったのを、１ヵ所でどんな相談にものってくれるところ。 

平成25年4月～ 障がいのある方の専門的・総合的なワンストップの相談窓口  

・障がいの種別を問わない   ・松山市内に２ヵ所（南部・北部） 

障がい者、家族、介護者からの相談に応じてくれる。 

 ※ただし、松山市の場合、サービス等利用計画の作成は行っていない。 

****ダンボクラブについて**** 

発達障がいがどのようなものか知っていますか？ 

私たちは、そんな子どもたちを育てています。 

この広報は、ダンボクラブがどんな活動をしているのか 

知っていただくために作りました。 

 

☆★☆活動報告☆★☆ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆第１８８号☆ 
発行日：２０２５年５月 

 

ダンボクラブでは、発達障がいについて広く理解していただくための啓発活動を行っています。 

ご賛同いただける方の温かいご支援を募集しています。 

ボランティア活動にご興味のある方、ご寄付いただけます方は、下記までご連絡下さい。 

 

   お問い合わせ： damboclub@gmail.com 

お振込口座： 伊予銀行 小栗支店  普通1321818 

            

   ダンボクラブＨＰ → https://www.dunboclub.com/ 
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★成人当事者会「ワンピース」 4/20(日)★ 

前半は、自己紹介と近況報告 

後半は、３つの分科会に分かれました。 

＜後半の分科会＞ 

Ａグループ 

〇松山市内の会社に一般就労した方のお話（リモートワーク：ＣＡＤオペレーター） 

〇診断を受けていないグレーゾーンの成人でも、療育は受けられる？ 

〇終活は、高齢者だけではなく、若い人にも必要ではないか。（ケガ、病気等） 

Ｂグループ 

〇物忘れをしないために、どのような対策をしているか。 

〇最近、漢字を書くことが少なくなり、書けなくて困ったこと 

〇関西万博へのアクセスについて・・・電車、バス、交通計 ICカードなど 

Cグループ（参加者の親メンバー） 

〇子についての現在の状況、これまでの経緯 

〇利用しているグループホームや病院、カウンセリング 

〇「１歳半健診で ASD が分かる。その時点から特性を理解して療育するのが望ましい」という

話について、それぞれの意見や思いを話し合った。 

 

★保護者会 4/26 (土)★ 

年度始めの総会と講話がありました。 

・会則改正について 

・２０２４年度  活動報告       収支決算報告     監査報告 

・２０２５年度  活動計画案審議   収支予算案審議  役員の承認について 

 

総会後、松山市障がい者南部地域相談支援センター藤本篤氏より、相談支援体制について

講話をしていただきました。 →詳細は次ページ 



 
☆★☆活動紹介☆★☆ 

 ２０２５年４月２６日(土)、松山市障がい者南部地域相談支援センターの藤本篤氏に、相談支援体制

について講話していだきました。 

『相談支援体制について』 

困った時の福祉の相談窓口 

障がいに関する相談は？ 

① 基幹相談支援センター 

② 障害者相談支援事業（通称「委託相談支援」） 

松山市の委託相談支援 （障害者相談支援事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①福祉サービス等の利用援助 ②社会資源を活用するための支援 ③社会生活力を高めるた

めの支援 ④ピアカウンセリングとの連携 ⑤権利擁護・虐待の防止 ⑥専門機関の紹介 

⑦総合的・専門的な相談支援 ⑧地域の相談支援体制の強化の取組 ⑨障がい者の就労に関

すること ⑩障がい者の孤立死・自殺の防止に関すること ⑪夜間休日等の緊急時におけるコ

ミュニケーション支援の調整に関すること ⑫障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律に関する市民等への啓発・情報提供のほか、市と連携し関連背策実施への支援 ⑬その他

障がい者の在宅生活を支えるために必要な支援 

こんな相談があります  相談ケースも複雑化 

• 福祉サービスの利用について（ヘルパーさん、就労サービス、日中の活動等） 

• お金、生活保障に関すること（生活が苦しい、障害年金、金銭トラブル、成年後見制度） 

• 仕事に関すること（働きたいけれどもなかなか仕事に就けない、続かない） 

• 住まいに関すること（家がごみ屋敷、家では生活が難しくなった） 

• ひきこもり（社会に馴染めない、家から出られない、8050問題） 

• 親亡き後の相談（重度の障害、私がいなくなったら・・・。8050問題） 

• 地域との関係（子ども会、学校の役員、合理的配慮） 

• 依存症・虐待の対応・触法関係・強度行動障害 

• 障害かどうか分からない、障害の受容・介護保険制度との併用 

ひきこもり、生活保障、精神障害、発達障害に関する相談ケースが多い傾向 

→サービスにつながっていない方・複合ニーズのケースが多い 

障害福祉サービス利用者は地域の相談支援専門員が担当（計画相談支援） 

 

 

  ◎地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制 ⇒ 土台としての地域力の強化 

 

相談が入ると・・・・・まずは訪問、来所、電話等によってお話を聞かせていただきます！ 

よくあるのが、本人に「困り感」はなく、「周りが困っている」ケース 

本人に拒否をされないよう、関係機関と連携を取りながら慎重に対応する必要があります。 

相談支援の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援者として求められる４つの姿勢と、６つの留意点  ※ひきこもり支援ハンドブックから引用 

４つの姿勢 ６つの留意点 

①敬意と労いは最大限に 

②尊重し、共に考える 

③本質を見極め、一歩ずつ支援する 

④家族は本人の生活を支え、影響を与える

存在である 

①本人と家族の感じる課題、意向は違う 

②広く社会に働きかける視点をもつ 

③支援者は一人で抱えない 

④支援の強要に注意する 

⑤エンパワメントやコーディネートを 

⑥精神疾患や発達障害の正しい理解 

エリアを問わない 

総合相談窓口 

障がいの有無に関わ

らず相談できる子ども

の窓口 

（令和4年4月開設） 

エリアで分かれた 

南北センター（成人） 

地域相談支援

センターで実施

する業務 

従来の枠組みだけでは解決できないケースが増えてきた 

 

定期的な状況等
の確認、プラン
の検証・見直し
等 

 


